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キヤ ー マ 


親愛なる ムス リムの 皆様。 この 世界に 存在 
する 全ての ものは、 ある 日、 大 混乱に 陥り、 
全ての 人間 や あらゆる 生物が 死に絶え、 そし 
て 死者が すべて 復活し ます。 そう、 これを 
「キヤ ー マ」 というの です。 キヤ ー マは、 あ 
の 世での 生の 始まりです。 キヤ ー マに 続く の 
は、 裁き、 審判、 天国 もしくは 地獄です。 来 
世を 信じる ことは、 キヤ ー マと、 その後に 起 
こる こと をす ベて 信じる こと なのです。 

ク ルアー ン では、 キヤ ー マが 必ず 起こる で 
あろう こと、 これに 関しては 疑問を 挟む 余地 
のない こと、 突然に 起こる ことを 明らかにし 
ています。 ただし、 キ 
ヤー マの 時に 関しては、 

アッ ラー 以外の 誰も、 

その 知識を 持ち 得ない 
こと も 述べられて いま 
す。 ジブ ラーイ ー ルの、 

「キヤ ー マは いつ 起こ 
るの か」 という 問いに 
対し、 預言者 ム ハン マ 
ドは 「尋ねられた 者は、 

尋ねた 者 以上の 知識を 
持たない。」 という 形 
で 答えられた ことは、 預言者た ちで すら、 こ 
のこと に関する 知識を 持って いない こ とを 明 
ら かに 示して います。 だから、 現代に おける 
「キヤ ー マは いつか」 という 推測な どには、 
全く 意味がない のです。 

親愛なる ムス リムの 皆様。 キヤ ー マは、 二 
つの 場面を もって 実現し ます。 ク ルアー ンの 
表現を 借り るなら、 「ラッパが 吹かれる と」 
(集団 章 第 68 節） 激しい 揺れが 起こり、 「天 
が 裂け 割れ」 （割れる 章 第 1 節） 「諸 星が 落 
ち」 （包み隠す 章 第 2 節） 「大洋が 沸きたち、 
溢れる 時」 （包み隠す 章 第 6 節） 「天が 溶けた 
銅の ようになる 日、 山々 は梳 いた 羊毛の よう 
になり」 （階段 章 第 8 〜 9 節） ます。 「凡ての 
哺乳す る 者は、 哺乳す る ことを 忘れ、 凡ての 
妊婦は その 胎児を 流し、 また 人々 は 酔わない 
のに、 酔い しれた ように 見える であろう。」 
(巡礼 章 第 1 〜 2 節） 「月 は 蝕け り」 （復活 章 


第 8 節） 「その 日 人間は 『どこに 避難し よう 
か。』 と言う。」 （復活 章 第 1〇 節） 「ラッパ 
が 吹かれる と、 天に ある もの また 地に ある も 
の も、 アッ ラーが 御望み に なられる 者の 外は 
気絶し よう。 次に ラッパが 吹かれる と、 見よ、 
かれらは 起き 上って 見 まわす。」 （集団 章 第 
68 節） 

「凡ての 人間を、 その 導師と 共に （審判の 
ため） 召集す る」 （夜の 旅 章 第 71 節） その 日、 
「かれらは 目を伏せて、 丁度 バッタ が 散らば 
るよう に 墓場から 出て 来て、 召集者の 方に 急 
ぐ。 不信心 者た ちは 言う。 『 これは 大難の 日 

です。』」 （月 章 第 7 
〜 8 節） 「34. 人が 自 
分の 兄弟から 逃れる 日、 
自分の 母 や 父 や、 また 
自分の 妻 や 子女から 
(逃れる 日）。 その 日 
誰も かれ も 自分の こと 
で 手 いっぱい。 （或る 
者たち の） 顔は、 その 
日 輝き、 笑い、 且っ 喜 
ぶ。 だが （或る 者たち 
の） 顔は、 その 日 埃に 
塗れ、 暗黒が 顔を 覆う。」 （眉を ひそめて 章 
第 3 4 〜 41 節） 

親愛なる ムス リムの 皆様。 人々 が、 この 世 
界 における 振舞いに よって 価値 付けを され、 
天国 もしくは 地獄に 送られる キヤ ー マの 日、 
わたしたちの 顔が 輝き、 喜びに 溢れて いるよ 
うに、 私たちの 生き方を もう 一度 見直して み 
ましよう。 今日の フトバ を、 次の 章句に よっ 
て 締めく くりたい と 思います。 「 （行いを 記 
録 した） 書冊が （前に） 置かれ、 犯罪者が そ 
の 中に ある ことを 恐れて いるのを、 あなたが 
たは 見る であろう。 かれらは 言う。 『ああ、 
情けない。 この 書冊は 何とした こと だ。 細大 
漏らす ことなく、 数えた てて あるとは。』 か 
れらは その 行った （凡ての） ことが、 かれら 
の 前に あるのを 見る。 あなたの 主は 誰も 不当 
に 扱われない。」 （洞窟 章 第 49 節） 
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